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当期の経済状況とNSKの販売状況についてお聞かせ
ください。
日本経済は、米国や中国の需要拡大に伴って輸出が好調

に推移しました。国内における民間企業設備投資が増加し

ましたことも加わり、雇用環境はいまだ厳しいものがあります

が景気は総じて回復基調となりました。海外の状況につきまし

ては、米国経済は堅調な個人消費と情報化投資が牽引役となり

持続的成長を果しました。欧州経済も、堅調な英国をはじめ、

独仏など他諸国も景気の立ち直りは出遅れたものの緩やかなが

ら回復してきました。アジア経済は、中国における消費の堅調

な増加や生産の増加など相変わらず景気拡大が続いたのをは

じめ、その他の国においても景気回復傾向にありました。

このような内外経済情勢の下で、当社の連結売上高は5,222

億円と前期比で6億円（△0.1％）の減収となりましたが、シー

トベルトその他の事業譲渡等の影響を外して考えますと前期比

で5.0％の増収となります。

国内におきましては、精密機器関連製品の売上が大きく伸び

たのをはじめ、自動車向けの軸受、オートマチック・トランス

ミッション用部品や一般産業用軸受が好調な売上増加となりま

した。一方、事業譲渡の影響があり、全体では前期比で6億円の減

収となりましたが、この影響を除いて考えますと増収となります。

海外につきましては、アジア、欧州において前期を上回る売

上となりました。米州においても堅調な推移でありましたが、

為替換算差額と事業譲渡の影響などから売上高が前期を下回り

ました。製品別では、各製品とも順調な推移となっております

が、精機製品、自動車用軸受についての伸びが目立ちました。

事業譲渡により売上が減少したことに加え、為替の影響があり

ました結果、全体の海外売上高では前期比横ばいとなりました。

収益の状況はいかがでしたか。
営業利益は260億円となり、前期比で46％の増加とな

りました。また、経常利益は191億円となり、前期比で

77％の大幅な増益となりました。NSKグループ全体で固定費

削減、調達コスト削減などの原価低減活動をはじめとする収益

改善を行ってまいりましたことに加え、売上の増加に伴う操業

度効果も増益に寄与しました。また、欧州では生産拠点の統合、

人員の見直し、間接部門の再編などの諸施策が奏功し経常利益
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体質改善の全社的運動により
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の黒字化が達成されました。更には、低採算部門の事業譲渡が

あり、これらによって前期に対し、大きな収益向上となったわ

けです。

中国の成長、日米欧の本格的な景気回復が見えてきた
と言われておりますが、当面の重点課題についてお聞
かせください。
企業業績、景気指標などからも確かに経済環境が好転し

ていると考えます。しかし、中国経済の過熱、原材料の騰

勢、イラク問題、為替の動向など、波乱を呼び起す要因もあり、

回復が長期間持続するかどうかは予断を許しません。

物量が増えてきたからと言って、改革の手を緩めることなく

競争環境を厳しく捉え、中期計画の重点課題である体質改善の

推進と成長戦略の展開を計画通りに実行していくことが重要で

あります。

体質改善においては、これまで製造現場で行ってきました革

新運動を技術、販売及び管理部門を巻き込んだ全社運動に拡大

しNSK全体の経営改革につなげてまいります。

成長戦略においては、中国事業の積極的展開､スピードアッ

プが最重点課題であり、これまで行ってきました昆山、張家港、

蘇州、東莞の4拠点での生産の拡大に加え統括会社を核とした

販売体制、中国テクニカルセンターの充実などの技術体制を強

化し、競争優位確立のための事業基盤構築を図ってまいります。

また、成長戦略を支える設備投資については利益向上に貢献し

高収益企業への転換を促進する投資戦略の下で着実に行ってま

いります。

NSKは経営の透明性、健全性を高めるためこれまでもコーポ

レートガバナンスの強化に取り組んでまいりましたが、コーポ

レートガバナンスのより一層の強化を図るため、来る株主総会

の決議を経て委員会等設置会社への移行を予定しております。

最後に株主の皆様へのメッセージをお願いします。
世界中に広がるお客様にとっての「満足度NO.1企業に

なる」ことを通して高収益の実現をめざしていくことが株

主様のご期待に繋がること

を肝に銘じて、グループ社

員の先頭に立ってまい進し

てまいります。

株主の皆様におかれまし

ては、今後とも一層のご支

援を賜わりますようお願い

申し上げます。

�
�
�
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市場環境と業績
日本においては、一般産業向けは高
成長を続けている中国関連の需要を中
心として前期比4％の増収となり、自
動車産業向けも好調に推移したことに
より、国内全体として前期比4％の増
収となりました。海外は、米州・欧州
では大手ユーザーの在庫調整等があり
ましたものの、中国をはじめアジア地
区での一般産業向けにおいて販売が増
加しました。欧州、アジアでの自動車
向けも好調でありましたことにより前
期比3％の増収となりました。
以上の結果、軸受の連結売上高は

3,328億円と、前期比3％の増収とな
りました。

展望と戦略
事業環境が目まぐるしい速度で変化
する中、更なるCS向上をめざしグロ
ーバルなユーザーニーズに迅速に対応
するため、地域別・産業別にセグメン
ト管理を徹底させていきます。マーケ
ットへのスピードをもった対応力と高
度な技術開発力により戦略商品を投入
し新規需要の開拓を進めます。
グローバルでの最適地調達の推進

と積極的な生産能力増強も進め、全
社的な生産革新に取り組み生産性を
高めることで収益体質の向上を図っ
てまいります。

事業概要
NSKの軸受事業は売上高の約6割を
占める中核事業であります。売上高
は、世界でも上位の地位を占め日本
ではトップの地位にあります。総合
軸受メーカーとして世界のあらゆる
産業・地域に供給し、特に小径～標
準玉軸受、精密軸受は世界で1、2位
のシェアーを占めるコア商品です。
生産・販売・開発の拠点を日本・米
州・欧州・アジアの4極に展開し、グ
ローバルにユーザーニーズに応える
体制を整えております。 ３,３２８�

３,２２０�

軸受�
64％�

精機�
 製品�

その他�

自動車部品�

●全売上の6割を占める中核事業�
●中核商品：ミニアチュア・小径玉軸受、標準玉軸受�
　自動車用軸受、精密軸受�

売上高内訳�

連結売上高推移�

地域別売上高内訳�

2004年�
3月期�

2003年�
3月期�

2002年�
3月期�

３,０２４�

０� ５００�1,０００�１,５００�２,０００�２,５００�３,０００�３,５００�
（億円）�

日本�

米州�

欧州�

アジア�

47％�

16％�

16％�

21％�

製品別の状況（連結）

軸受

トルクコンバータ用
スラストニードル軸受

高負荷容量　自動調心ころ軸受
EAシリーズ
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市場環境と業績
当期の業績に関しまして、日本は

自動車産業の堅調な需要推移に支え
られ、オートマチック・トランスミ
ッション用部品、電動パワーステア
リングなどが増加しました。一方、
海外におきましても、欧州向け電動
パワーステアリング、米州向けステ
アリング関連製品などの販売が引き
続き順調に推移しました。シートベ
ルト、等速ジョイントの事業譲渡等
を行いました結果、自動車部品の連
結売上高は、1,293億円となり、前期
比14％の減収となっておりますが、
事業譲渡等を考慮しました実質的前
期比は増収となりました。

展望と戦略
環境と安全に対する社会的なニー

ズの高まりから大きな変貌が予想さ
れる自動車産業において、NSKは、
グローバルな生産・販売・開発拠点
を活用しながら、燃費性能に優れた
電動パワーステアリングなど、先進
的な技術を伴い社会的なニーズにも
対応した製品を顧客に供給してまい
ります。特に、今後も急成長が予測
される中国市場に対しては、積極的
な事業拡大に取り組んでまいります。

事業概要
NSKの自動車部品事業は、電動パ

ワーステアリングなどに代表される
ステアリング事業、ワンウェイクラ
ッチ、フリクションプレートなどを
主力製品とするオートマチック・ト
ランスミッション用部品事業で構成
され、国内外の自動車メーカーに対
して、グローバルな生産拠点から、
高品質の製品を供給しております。

１,２９３�

その他�

１,５０７�

１,２８２�

軸受�

精機�
 製品�

自動車�
部品�
25％�

●ステアリング事業、オートマチック・トランス�
　ミッション用部品事業の2つの柱�

売上高内訳�

連結売上高推移�

地域別売上高内訳�

2004年�
3月期�

2003年�
3月期�

2002年�
3月期�

０� １,６００�１,２００�８００�４００� １,４００�１,０００�６００�２００�
（億円）�

米州�

欧州�

アジア�

日本� 64％�

12％�

21％�

3％�

自動車部品

ピニオンタイプ
電動パワーステアリング

スプラグタイプ・
ワンウェイクラッチ
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市場環境と業績
日本においては、半導体製造装置
関連及び工作機械産業向けが前年度
より大幅に増加した結果、前期比で
52％の増収となりました。海外にお
いては、欧米での穏やかな市場回復、
アジアでの液晶用露光装置などの拡
販により、14％の増収となりました。
その結果、連結売上高は471億円と、
前期比35％の大幅な増収となりま
した。

展望と戦略
精機製品事業では積極的な新規需
要の開拓、新商品開発を推進してお
ります。各製品においてユーザー
ニーズに対応した商品開発、ビジネ
ス環境の変化に迅速に対応すること
によりグローバルに中長期的な「成
長と収益の安定」をめざしてまいり
ます。

事業概要
NSKの精機製品には、大きく分類
すると直動製品とメカトロ製品があ
ります。直動製品は、ボールねじ、
リニアガイドなどで、メカトロ製品
は、メガトルクモータ、精密位置決
めテーブル、液晶用露光装置などで
す。直動製品の内、ボールねじは、
世界No.1のシェアを持ち、半導体製
造装置、工作機械、射出成型機など
の高精度で高速位置決めが必要な部
位に使用されており、主要機械部品
として日本及び世界の産業の進歩・
発展に貢献しております。メカトロ
製品は、直動製品で培った超精密位
置決め技術を生かしたユニット製品
で、様々な用途向けに開発・生産し
ており、半導体、液晶など先端技術
産業のニーズに応えております。

４７１�

その他�

３４９�

軸受�

精機�
製品�

自動車�
部品�

●製品構成：ボールねじ、リニアガイド、メカトロ�
　製品の3つの柱�

売上高内訳�

連結売上高推移�

地域別売上高内訳�

2004年�
3月期�

2003年�
3月期�

2002年�
3月期�

３４０�

０� ６００�５００�４００�３００�２００�１００�
（億円）�

9％�

米州�

欧州�

アジア�

日本� 62％�

11％�

10％�

17％�

製品別の状況（連結）

精機製品

メガトルクモータ
PSシリーズ

高速静音ボールねじ
BSSシリーズ



■  統括本部　● 販売拠点�

● 生産拠点　■ Technical Center

Peterlee●�
Newark●●■�

Maidenhead■●�
Coventry●�

Barcelona●�
Paris●�

Johannesburg●�

Dusseldorf●�

Munderkingen●�
Milano●�

Istanbul●�
Torino●�

Leipzig●�
Warsaw●�

Kielce●■�

Stuttgart●�

Seoul●�
Changwon●�

北京●�

張家港●�

台中●�

広州●�
香港●�

Bangkok●●�

Prai●�

Johor Bahar●�
Singapore■●�

Kuala Lumpur●�

Chennai（Madras）●●�

Jakarta●●�

Brisbane●�
Sydney●�
Melbourne●�
Adelaide●�

Auckland●�

Perth●�

東莞●�

Manila●�

蘇州●�

上海■●�
昆山●■�

安順●●�
成都●�

Kota kinabalu●�

Vancouver●�

Los Angeles●�

Mexico City●�

Montreal●�
Bennington●●�

Toronto●�

Chicago●�
Clarinda●�

Indianapolis●�
Franklin●�
Liberty●�
Atlanta●�
Miami●�

Recife●�
Belo Horizonte●�

Sao Paulo●�
Suzano●�

Joinville●�
Porto Alegre●�
Buenos Aires●�

Ann Arbor■●●■�

Edmonton●�

San Jose●�

台北●�

●長岡�
●総社�

●金沢�

●棚倉�

●■前橋�

●榛名�

●宇都宮�
●上田�

●日立�
●太田�

●●高崎�

●羽生�

●諏訪�

●八王子�

●甲府�
■●大崎�

●厚木�
●桐原�
●■藤沢�

●富士�
●静岡�

●袋井�

●札幌�
●仙台�

●浜松�
●豊田�
●名古屋�

●石部�
●草津�

●大津�
●●大阪�

●姫路�
●高松�
●福山�
●松山�
●広島�

●浮羽�
●福岡�
●熊本�
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世界に広がるNSKグループのネットワーク
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科　目�
2004年3月期�2003年3月期�

科　目�

連結決算の概要�
（単位  百万円）�

�

285,749�

37,271�

113,513�

17,565�

83,487�

5,999�

29,187�

△1,276�

�

307,349�

198,635�

65,282�

95,517�

22,915�

14,920�

�

2,732�

�

105,981�

79,697�

271�

5,325�

14,842�

7,306�

△1,461�

593,098

�

295,491�

43,533�

121,208�

9,385�

75,905�

11,447�

35,263�

△1,252�

�

326,386�

196,810�

63,721�

90,493�

26,426�

16,169�

�

8,368�

�

121,207�

88,483�

349�

3,619�

22,223�

8,246�

△1,714�

621,877

�

227,314�

87,382�

93,102�

10,000�

3,816�

33,012�

�

183,481�

106,989�

57,688�

2,756�

6,503�

1,668�

7,875�

410,795�

�
11,736�

�

67,176�

77,923�

48,366�

5,133�

△23,670�

△4,362�

�

170,566�

593,098

�

245,588�

83,713�

77,418�

36,989�

6,708�

40,759�

�

175,548�

70,000�

62,141�

16,722�

17,316�

1,729�

7,638�

421,137�

�
12,077�

�

67,176�

77,923�

58,856�

19,127�

△30,061�

△4,361�

�

188,662�

621,877

（負債の部）�

流動負債�

　　支払手形及び買掛金�

　　短期借入金�

　　社債�

　　未払法人税等�

　　その他の流動負債�

�

固定負債�

　　社債�

　　長期借入金�

　　繰延税金負債�

　　退職給付引当金�

　　役員退職慰労引当金�

　　その他の固定負債�

負債合計�

（少数株主持分）�
少数株主持分�

（資本の部）�

資本金�

資本剰余金�

利益剰余金�

その他有価証券評価差額金�

為替換算調整勘定�

自己株式�

�

資本合計�

負債、少数株主持分及び資本合計�

（資産の部）　�

流動資産　　　　　　　　�

　　現金及び預金　　　　�

　　受取手形及び売掛金�

　　有価証券�

　　棚卸資産�

　　繰延税金資産�

　　その他の流動資産�

　　貸倒引当金�

�

固定資産�

　有形固定資産�

　　建物及び構築物�

　　機械装置及び運搬具�

　　土地�

　　その他の有形固定資産�

�

　無形固定資産�

�

　投資その他の資産�

　　投資有価証券�

　　長期貸付金�

　　繰延税金資産�

　　前払年金費用�

　　その他の投資その他の資産�

　　貸倒引当金�

資産合計�

連結貸借対照表�

（2003年3月31日）�（2004年3月31日）�
2004年3月期�2003年3月期�

（2003年3月31日）�（2004年3月31日）�

連

売
売
売
販
営
営
　
　
　
営
　
　
経
特
　
　
　
　
特
　
　
　
　
　
税
法
法
法
少
少
当

科

連
�
科

（
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　

�

�

＊各期の記載金額は百万円未満を切り捨てている。�
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円）�

�

14�

82�

02�

00�

16�

12�

�

81�

89�

88�

56�

03�

68�

75�

95�

�
36�

�

76�

23�

66�

33�

70�

62�

�

66�

98

期�
）�

連結キャッシュ・フロー計算書�連結損益計算書�

対売上高比率�
％�

対売上高比率�
％�金額� 金額�

売上高�
売上原価�
売上総利益�
販売費及び一般管理費�
営業利益�
営業外収益�
　受取利息及び配当金�
　持分法による投資利益�
　雑益�
営業外費用�
　支払利息�
　雑損�
経常利益�
特別利益�
　投資有価証券売却益�
　関係会社株式売却益�
　退職給付信託設定益�
　固定資産売却益�
特別損失�
　関係会社株式売却損�
　固定資産除却損�
　事業構造改善費用�
　投資有価証券評価損�
　退職給付引当金繰入額�
税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損失（△）�
法人税、住民税及び事業税�
法人税等還付額�
法人税等調整額�
少数株主利益�
少数株主損失�
当期純利益又は当期純損失（△）�

科　目� 科　目�

522,820�
420,104�
102,715�
84,867�
17,847�
8,100�
1,815�
3,378�
2,905�
15,126�
6,567�
8,558�
10,821�
15,977�
3,203�
―�

11,891�
881�

28,925�
844�
―�

15,030�
12,899�
151�

△2,127�
5,380�
216�

△4,193�
―�
426�

△2,670

100.0�
80.4�
19.6�
16.2�
3.4�
1.6�
0.4�
0.6�
0.6�
2.9�
1.3�
1.6�
2.1�
3.1�
0.6�
―�
2.3�
0.2�
5.6�
0.2�
―�
2.9�
2.5�
0.0�

△0.4�
1.0�
0.0�

△0.8�
―�
0.1�

△0.5

522,217�
409,900�
112,317�
86,345�
25,972�
7,673�
1,424�
2,943�
3,305�
14,526�
6,058�
8,467�
19,119�
8,504�
7,663�
840�
―�
―�

1,172�
24�

1,147�
―�
―�
―�

26,451�
9,461�
194�
2,206�
684�
―�

14,293

100.0�
78.5�
21.5�
16.5�
5.0�
1.5�
0.3�
0.6�
0.6�
2.8�
1.2�
1.6�
3.7�
1.6�
1.5�
0.1�
―�
―�
0.2�
0.0�
0.2�
―�
―�
―�
5.1�
1.8�
0.0�
0.4�
0.2�
―�
2.7

I   営業活動によるキャッシュ・フロー�
    1.税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損失（△）�
    2.減価償却費�
    3.連結調整勘定償却額�
    4.貸倒引当金の増減額（減少：△）�
    5.退職給付引当金及び前払年金費用の増減額�
    6.受取利息及び受取配当金�
    7.支払利息�
    8.持分法による投資利益�
    9.有形固定資産売却益�
  10.有形固定資産除却損�
  11.投資有価証券売却益�
  12.投資有価証券評価損�
  13.関係会社株式売却益�
  14.関係会社株式売却損�
  15.事業構造改善費用�
  16.売上債権の増減額（増加：△）�
  17.棚卸資産の増減額（増加：△）�
  18.仕入債務の増減額（減少：△）�
  19.その他�
       小　計�
  20.利息及び配当金の受取額�
  21.利息の支払額�
  22.法人税等の支払額�
       営業活動によるキャッシュ・フロー�
II  投資活動によるキャッシュ・フロー�
    1.有形固定資産の取得による支出�
    2.有形固定資産の売却による収入�
    3.投資有価証券の取得による支出�
    4.投資有価証券の売却による収入�
    5.連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出�
    6.連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による支出�
    7.連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入�
    8.持分法適用会社株式の取得による支出�
    9.持分法適用会社株式の売却による収入�
  10.貸付金の貸付による支出�
  11.貸付金の回収による収入�
  12.その他�
       投資活動によるキャッシュ・フロー�
III 財務活動によるキャッシュ・フロー�
    1.短期借入金の純増減額（減少：△）�
    2.長期借入による収入�
    3.長期借入金の返済による支出�
    4.社債の発行による収入�
    5.社債の償還による支出�
    6.自己株式の取得による支出�
    7.配当金の支払額�
    8.少数株主への配当金の支払額�
    9.その他�
       財務活動によるキャッシュ・フロー�
IV  現金及び現金同等物に係る換算差額�
V   現金及び現金同等物の増減額（減少：△）�
VI  現金及び現金同等物の期首残高�
VII 現金及び現金同等物の期末残高�

�
△2,127�
28,812�

―�
△1,060�
△15,076�
△1,815�
6,567�

△3,378�
△881�
―�

△3,203�
12,899�

―�
844�
2,087�

△2,354�
10,577�
1,316�
3,252�
36,459�
3,367�

△7,475�
△1,389�
30,961�

�
△24,734�
3,065�

△1,088�
7,227�
―�
―�

1,046�
△565�
―�

△178�
198�

△1,194�
△16,223�

�
△7,025�
13,014�

△11,148�
20,000�

△20,000�
△3,665�
△2,721�
△140�
△132�

△11,819�
△539�
2,380�
56,558�
58,938

（単位  百万円）�（単位  百万円）�

（単位  百万円）�

自 2002年4月 1 日�
至 2003年3月31日�

2003年3月期�
( )自 2003年4月 1 日�

至 2004年3月31日�

2004年3月期�
( )

�

連結剰余金計算書�
�
科　目�
（資本剰余金の部）�
　資本剰余金期首残高�
　資本剰余金期末残高�
（利益剰余金の部）�
　利益剰余金期首残高�
　利益剰余金減少高�
　　配当金�
　　役員賞与�
　　持分法適用会社減少に伴う減少高�
　　自己株式処分差損�
　当期純利益又は当期純損失（△）�
　利益剰余金期末残高�

�
�
 �
 77,923�
 77,923�
�
 53,921�
 2,884�
 2,711�
 172�
 ―�
 ―�
 △2,670�
 48,366

�
�
 �
 77,923�
 77,923�
�
 48,366�
 3,803�
 3,505�
 208�
 85�
 2�
 14,293�
 58,856

自 2002年4月 1 日�
至 2003年3月31日�

2003年3月期�
( )自 2003年4月 1 日�

至 2004年3月31日�

2004年3月期�
( )

自 2002年4月 1 日�
至 2003年3月31日�

2003年3月期�
( )自 2003年4月 1 日�

至 2004年3月31日�

2004年3月期�
( )

�
26,451�
26,909�
427�
208�
1,375�

△1,424�
6,058�

△2,943�
―�

1,147�
△7,663�

―�
△840�
24�
―�

△12,863�
5,658�
1,216�
3,993�
47,735�
2,912�

△6,185�
△6,573�
37,889�

�
△21,646�
3,376�
△34�
12,415�
△9,339�
△355�
―�

△589�
133�

△459�
204�

△663�
△16,958�

�
△8,878�
8,745�

△7,749�
―�

△10,000�
△17�

△2,698�
△126�
△6�

△20,730�
△145�
54�

58,938�
58,993
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単体決算の概要�
貸借対照表� 損

（資産の部）�
流動資産�
　現金及び預金�
　受取手形�
　売掛金�
　有価証券�
　製品�
　仕掛品�
　材料�
　貯蔵品��
　未収入金�
　繰延税金資産�
　その他の流動資産�
　貸倒引当金�
�
固定資産�
  有形固定資産�
　建物�
　構築物�
　機械装置�
　車両運搬具�
　工具器具備品�
　土地�
　建設仮勘定�
�
  無形固定資産�
　借地権�
　その他の無形固定資産�
�
  投資その他の資産�
　投資有価証券�
　子会社株式�
　長期貸付金�
　長期前払費用�
　前払年金費用�
　繰延税金資産�
　その他の投資その他の資産�
　貸倒引当金�
�
資産合計�

科　目� 科科　目�

（単位  百万円）�

（2003年3月31日）�
2003年3月期�

（2004年3月31日）�
2004年3月期�

�
207,461�
17,372�
906�

94,913�
17,339�
7,959�
9,546�
371�
554�

23,275�
2,461�
32,778�
△19�

�
318,740�
74,736�
29,306�
1,969�
24,258�
137�
2,098�
15,127�
1,838�

�
1,557�
1,168�
389�
�

242,447�
42,145�
176,131�
2,217�
264�

14,495�
3,545�
4,787�

△1,140�
�

526,202

�
217,925�
27,552�
986�

105,320�
8,496�
7,990�
7,267�
349�
622�

24,280�
7,308�
27,780�
△28�

�
348,546�
72,876�
27,722�
1,796�
23,847�
107�
2,009�
15,154�
2,238�

�
1,778�
1,162�
616�
�

273,891�
59,698�
170,865�
17,567�
389�

21,972�
─�

4,485�
△1,087�

�
566,471

�

�
146,774�
4,757�
85,103�
34,804�
10,000�

─�
4,224�
7,382�
17�
361�
123�
�

161,727�
90,000�
16,989�
52,500�

─�
1,668�
569�
�
�

308,501�
�
�

67,176�

77,923�

77,923�
─�
─�
�

71,348�
10,292�
1,627�
1�

2,772�
53,266�
3,388�

�
5,274�

△4,022�

217,701�
526,202

�
197,907�
3,268�
94,394�
47,672�
20,000�
16,989�
7,358�
7,733�
63�
345�
81�
�

137,389�
70,000�

─�
52,500�
12,851�
1,729�
308�
�
�

335,296�
�
�

67,176�

77,924�

77,923�
0�
0�
�

71,695�
10,292�
1,627�
1�

2,606�
53,266�
3,902�

�
18,416�

△4,038�

231,175�
566,471

（負債の部）�
流動負債�
　支払手形�
　買掛金�
　短期借入金�
　社債�
　転換社債�
　未払金�
　未払費用�
　未払法人税等�
　預り金�
　その他の流動負債�
�
固定負債�
　社債�
　転換社債�
　長期借入金�
　繰延税金負債�
　役員退職慰労引当金�
　その他の固定負債�
�
�
負債合計�
�
（資本の部）�
資本金�

資本剰余金�

　資本準備金�
　その他資本剰余金�
　　自己株式処分差益�
�
利益剰余金�
　利益準備金�
　事業研究費積立金�
　海外投資損失積立金�
　固定資産圧縮積立金�
　別途積立金�
　当期未処分利益�
�
株式等評価差額金�

自己株式�

資本合計�
負債及び資本合計�

営

　

　

　

　

営

　

　

　

　

　

　

経

特

　

　

　

　

特

　

　

　

税

法

法

法

当

前

中

当

＊各期の記載金額は百万円未満を切り捨てている。�

（2003年3月31日）�
2003年3月期�

（2004年3月31日）�
2004年3月期�
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損益計算書�

科　目�

�

�

332,421�

288,230�

35,957�

8,234�

�

3,780�

2,283�

1,497�

7,624�

3,504�

4,120�

4,390�

�

15,932�

3,150�

－�

11,891�

890�

22,143�

851�

14,052�

7,239�

△1,819�

212�

216�

△5,106�

3,290�

1,464�

1,365�

3,388�

�

�

�
�

100.0�
86.7�
10.8�
2.5�
�

1.1�
0.7�
0.4�
2.3�
1.1�
1.2�
1.3�
�

4.8�
0.9�
－�
3.6�
0.3�
6.6�
0.2�
4.2�
2.2�

△0.5�
0.1�
0.1�

△1.5�
1.0�
�

�

�

348,842�

303,066�

36,215�

9,560�

�

3,862�

2,818�

1,043�

8,023�

3,380�

4,642�

5,399�

�

7,990�

7,525�

465�

－�

－�

7,209�

7,209�

－�

－�

6,180�

223�

－�

2,789�

3,167�

2,084�

1,350�

3,902�

�

�

�
�

100.0�
86.9�
10.4�
2.7�
�

1.1�
0.8�
0.3�
2.3�
1.0�
1.3�
1.5�
�

2.3�
2.2�
0.1�
－�
－�
2.0�
2.0�
－�
－�
1.8�
0.1�
－�
0.8�
0.9�
�

円）� （単位  百万円）�

2003年3月期�
自 2003年4月 1 日�
至 2004年3月31日�( ) 自 2002年4月 1 日�

至 2003年3月31日�( )
2004年3月期�

利益処分�

科　目�

（単位  百万円）�

2003年3月期�2004年3月期（案）�

�

金額� 対売上高比率 ％�金額� 対売上高比率 ％� 当期未処分利益�
固定資産圧縮積立金取崩額�
海外投資損失積立金取崩額�

計�
�
�
これを次のとおり処分いたします。�
�
利益配当金�
�
取締役賞与金�
固定資産圧縮積立金�
固定資産圧縮特別勘定積立金�

計�
次期繰越利益�

3,388�
165�
0�

3,554�
�
�
�
�

1,350�
�

120�
－�
－�

1,470�
2,084

3,902�
59�
0�

3,962�
�
�
�
�

2,160�
�

150�
4�
14�

2,329�
1,633

（1株につき2円50銭）�（1株につき4円）�

（注）平成15年12月12日に、1,350百万円（1株につき2円50銭）の中間配当を実施いたしました。�

（経常損益の部）�

営業損益の部�

　売上高�

　売上原価�

　販売費及び一般管理費�

　営業利益�

営業外損益の部�

　営業外収益�

　　受取利息及び配当金�

　　雑益�

　営業外費用�

　　支払利息�

　　雑損�

経常利益�

（特別損益の部）�

特別利益�

　投資有価証券売却益 　�

　子会社株式売却益�

　退職給付信託設定益�

　固定資産売却益�

特別損失�

　子会社株式売却損�

　投資有価証券等評価損�

　事業構造改善費用�

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△）�

法人税、住民税及び事業税�

法人税等還付額�

法人税等調整額�

当期純利益�

前期繰越利益�

中間配当額�

当期未処分利益�

�
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三木　玄夫�
殿岡　勝久�
恵島祥一朗�
中川信太郎�
吉開　　高�
小林　秀一�
阿部　信義�
松尾　　望�
玉置　　明�
斎藤　量一�
正田　義雄
宇山　洋一�
新保　敏英�
伊藤　雅夫�
相島　雅一�
小森 　勉�
市川　達夫�

会社概要（平成16年3月31日現在）�
商　　　　号：日本精工株式会社（NSK Ltd.）�
本　　　　社：東京都品川区大崎一丁目6番3号�
設　　　　立：大正5年11月8日�
資　  本  　金：671億円�
従  業  員  数：4,403名(NSKグループ19,772名)�
主な事業内容：軸受、自動車関連部品、�
　　　　　　　精密機器関連製品等の製造販売�

持分法適用会社  21社�

主な持分法適用会社名�
● NSK ワーナー（株）�
● 井上軸受工業（株）�
● （株）天辻鋼球製作所�
● AKS東日本（株）�

連結子会社  74社�
主な連結子会社名�
● NSK 販売（株）�
● NSK 福島（株）�
● NSK ステアリング システムズ（株）�
● NSK プレシジョン（株）�
● NSK ニードルベアリング（株）�
● NSK マイクロプレシジョン（株）�
● NSK アメリカズ社（アメリカ）�
● NSK コーポレーション社（アメリカ）�
● NSK ブラジル社（ブラジル）�
● NSK ヨーロッパ社（イギリス）�
● NSK ベアリング・ヨーロッパ社（イギリス）�
● NSK イスクラ社（ポーランド）�
● 恩斯克投資有限公司（中国）�
● NSK 韓国社（韓国）�
● NSK ベアリング・インドネシア社（インドネシア）�
● NSK インターナショナル（シンガポール）社（シンガポール）�

古村恭三郎�
高野　公一�
小林　　喬�
有田　龍郎

役員（平成16年3月31日現在）�

常勤監査役�
常勤監査役�
社外監査役�
社外監査役�

執 行 役 員 �
執 行 役 員 �
執 行 役 員 �
執 行 役 員 �
執 行 役 員 �
執 行 役 員 �
執 行 役 員 �
執 行 役 員 �
執 行 役 員 �
執 行 役 員 �
執 行 役 員 �
執 行 役 員 �
執 行 役 員 �
執 行 役 員 �
執 行 役 員 �
執 行 役 員 �
執 行 役 員 �

常  務�
常  務�
常  務�
常  務�
常  務�
常  務�
常  務�
常  務�
常  務�

小野瀬喜章�
三觜　行雄�
篠原三知夫
矢野　豊明
谷川　　彰
庄司　雅夫�
谷川　紀彦�
出川　光夫�
村本　　薫�

執 行 役 員 �
執 行 役 員 �
執 行 役 員 �
執 行 役 員 �
執 行 役 員 �
執 行 役 員 �
執 行 役 員 �
執 行 役 員 �
執 行 役 員 �

関谷　哲夫�
朝香　聖一�
村田　正雄�
町田　　尚�
大塚　紀男�
小野　敏彦�
原　　道夫�
伊庭　　保�
佐成　　彦�

取締役会長�
取締役社長�
取締役副社長�
取 締 役 �
取 締 役 �
取 締 役 �
取 締 役 �
社外取締役�
社外取締役�

＊�
＊�
＊�
�
�
�

注：＊は代表取締役� 株

資

発

株

当

当

株

�

�
（執行役員  社   長）�
（執行役員  副社長）�
（執行役員  常   務）�
（執行役員  常   務）�
（執行役員  常   務）�
（執行役員  常   務）�

主な事業所及び工場�
東日本自動車第一部（厚木）�

神奈川県厚木市中町2-6-10�
東日本自動車第一部（富士）�

静岡県富士市永田町1-124-2�
東日本自動車第二部（大崎）�

東京都品川区大崎1-6-3�
東日本自動車第二部（名古屋）�

愛知県名古屋市中村区名駅2-45-7�
東日本自動車第三部（太田）�

群馬県太田市飯田町1053�
東日本自動車第三部（宇都宮）�

栃木県宇都宮市今泉3-9-4�
中部日本自動車部（豊田）�

愛知県豊田市下市場町5-10�
中部日本浜松自動車部（浜松）�

静岡県浜松市田町330-5�
西日本自動車部（広島）�

広島県広島市南区大州3-7-19�
西日本自動車部（大阪）�

大阪府大阪市中央区北浜東1-26��
藤沢工場　�

神奈川県藤沢市鵠沼神明1-5-50�
滋賀工場（大津プラント）�

滋賀県大津市晴嵐1-16-1�
滋賀工場（石部プラント）�

滋賀県甲賀郡石部町石部が丘1-1-1�
埼玉工場�

埼玉県羽生市大沼1-1
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夫�
久�
朗�
郎�
高�
一�
義�
望�
明�
一�
雄
一�
英�
夫�
一�
勉�
夫�

1社�

株式の状況（平成16年3月31日現在）�

資本金：�

発行済株式総数：�

株主数：�

当期中の名義書換件数：�

当期中の名義書換株数：�

67,176,546,655円�

551,268,104株�

34,313名�

966件�

18,936,367株�

　　　株主名�

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

日本トラスティ・サ－ビス信託銀行株式会社（信託口）

富国生命保険相互会社　　　�

日本生命保険相互会社�

明治安田生命保険相互会社�

株式会社みずほコーポレート銀行　�

日本トラスティ・サ－ビス信託銀行株式会社�

�
株式会社損害保険ジャパン�

アサド�

株式会社東京三菱銀行�

大株主　�

所有株式数　�

50,784,000株�

42,915,000株�

31,000,000株�

27,575,090株�

25,726,000株�

11,300,000株�

10,709,600株�

�
10,358,000株�

8,598,000株�

7,675,262株�

議決権比率�

9.48％�

8.01％�

5.78％�

5.14％�

4.80％�

2.11％�

2.00％�

�
1.93％�

1.60％�

1.43％�

（住友信託銀行再信託分・トヨタ自動車株式会社退職給付信託口）�

（注）上記以外に、当社は自己株式11,205,949株を保有しております。�

株価及び出来高の推移（平成14年10月～平成16年3月）�

�

所有者別分布状況�

金融機関� その他国内法人� 外国人� 個人・その他� 証券会社�

株式数　551,268,104株�

294,845,034株�

8,155,043株�

41,101,816株�

102,749,976株�

104,416,235株�

53.48％�

1.48％�

7.46％�

18.64％�

18.94％�

金融機関�

証券会社�

その他国内法人�

外国人�

個人・その他�

株主数　34,313名�

127名�

59名�

515名�

273名�

33,339名�

0.37％�

0.17％�

1.50％�

0.80％�

97.16％�

金融機関�

証券会社�

その他国内法人�

外国人�

個人・その他�
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ホームページアドレス：�
http://www.nsk.com

● 決算期 一  3月31日�
● 定時株主総会一 6月�
● 配当金受領株主確定日　利益配当金一3月31日�

　　　　　　　　　　　中間配当金一9月30日�
● 1単元の株式の数　1,000株�
● 名義書換代理人　　〒103-8670　東京都中央区八重洲一丁目2番1号�

　　　　　　　　　　みずほ信託銀行株式会社　�
● 同事務取扱場所　　〒103-8670　東京都中央区八重洲一丁目2番1号�

　　　　　　　　　　みずほ信託銀行株式会社 本店証券代行部�
● 郵便物送付先　　　〒135-8722　東京都江東区佐賀一丁目17番7号�

　　　　　　　　　　みずほ信託銀行株式会社  証券代行部�
● お問合せ先　　　 （03）5213－5213（代表）�
● 同取次所　　　　　みずほ信託銀行株式会社  全国各支店�

　　　　　　　　　　みずほインベスターズ証券株式会社  本店及び全国各支店�
● 公告掲載新聞　　　東京都において発行する日本経済新聞�

株主メモ�

貸借対照表及び損益計算書の開示は、日本経済新聞に代

えて当社ホームページによることとさせていただきます。�

http://www.jp.nsk.com/account/index.html


